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1 はじめに

近年、蛍光X線分析手法の開発 • 発展にともなって特定の石器石材の産地が同定できるようになり、

その分析費料の報告例も増加してきた。その結果、これまで近畿地方においてサヌカイトとして扱って

きた査料の中に、 二上山産サヌカイ トの他にも香川県坂出市で産出する金山産のサヌカイ トが含まれて

いることが明らかとなってきた。金山産サヌカイトを産出する金山は比較的新しく発見された産出地で

あり、金山産サヌカイト自体についても、これまでに考古学的な検討を加えられることが少なかった。

これまでの研究成果によると、金山産サヌカイトは瀬戸内地域を中心として分布し、その利用開始時期

は少なくとも縄文II寺代早期前半に遡るが、その主体となる時期については縄文時代後期以降であること

が明らかにされている（竹広 1988・1993・2000)。また、その流通に1剥しては、いわゆる板状石材（板

材）の形態で移動していることが指摘され（竹）公前掲、谷若 1997)、その状況が解明されつつある。し

かしながら、これらの研究は主に瀬戸内から山陰地方にかけてを対象として分析されており、近畿地方

の様相については全く検討されていない。そこでオ叶翡では、主に蛍光X線分析の結呆を援）flしつつ、特

に金111産サヌカイトの近畿地）jへの流通開始時期を中心に検討したい。

2 近畿地方における蛍光X線分析査料

近畿地）Iにおいて時期がある程炭限定され、かつまとまった、点数の幽光X線分析を尖施している例は

少なく、憎者の竹乱による限り 16辿跡を確認したにすぎない(l'l-1140 表101)。大阪府や滋賀県、兵/!IL県

の辿跡において多く報作されている。蚊も古い時期の分析例がりI期前半の判叩 文期である奈良県大）II辿

跡や大阪府ネ,,,、屹辿跡であり、その他に内い時期の分析例はほとんどないのが現状である。大部分の骰料

が後期以降の脊料であり、前期~ 1J1期にかけての分析例は皆無といえる状況である。

また、兵）収県下の辿跡において前期前半頃から金1l1R伶サヌカイトや淡路），＇し北部で産 II¥する岩）至産サヌ

カイトが利川されていることが窺え、 •兄して後述するその他の近畿地方の辿跡における石材利川のあ

り方とは大きく異なった様相を示している。よって本稿では、兵）収県の本ヽ）+I部の探料は除き、原韮地で

ある金山から棗進する過程で通過したであろう、淡路島や大阪府、磁賀県の辿跡における狩料を川いな

がら大阪筍以茉の地域における金山産サヌカイトのあり方について考察したい。

(1)奈良県大川辿跡

早期前半の押型文期（大川式～神宮寺式）の狩料・12、1ばの蛍光X線分析をおこなっている （採科 ・東村

1989)。これらは全て石鏃を対象としておこなったものであり、製品類の分析例として非‘常に伐重なl)'j'

報を提示してくれている。その結呆， 1点はサヌカイト以外の石材であり、残りの11点中10点が二上山

産サヌカイトと同定されている。また、 二上山並サヌカイトと同定されなかった 1点は産地を特定する

までには至らないが、元素組成の上では二上山産サヌカイトのものと近似するという。

(2)大阪府神並辿跡

第2次調査において出土した、早期前半のオ川型文期（神宮寺式～神並上陪式）の脊料80点の蛍光X線分

析をおこなっている（政科 ・東村 1987)。これらは全て石片（剥片か？）であり、製品の分析はおこなわ
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れていない。その結果、 80点中53点が二上山産サヌカイトと判定されている。また、残りの27点につい

ては二上山地域の原石と元素組成が最も似ているが、 二上山産サヌカイトととの特定までは至っていな

いようである。これら二上山産サヌカイトと同定されなかった査料は、極めて風化が進行していたため

十分に風化附が取り除けなかったためか、あるいは二上山地域に若干元素組成が異なる原石が存在して

いた可能性が考えられるという。また、産地分析をおこなった賽料の中には、 二上山以外の原産地の石

材が使用された様子は認められなかったという。

(3)大阪府仏並辿跡

仏並辿跡においては中期末から後期前業の北白川上罰 2式にかけての査料76点の蛍光X線分析をおこ

なっている（路科・東村 1988 a)。その詳細は、中期末の賽料が7点、後期初頭の福田KJI式が9点、

後期前業の北白川上陪 1式31点、北白川上）罰2式29点である。これら76点は全て石片（剥片か？）である。

中期末の査料は 7点中 6点が二上山産サヌカイ トと同定されており 、残りの1点が涯地不明である。

後期初頭の福且IK JI式に帰屈する狩料についても、9点中 8点が二上山槌サヌカイ トであり、残りの 1

点が産地不明である。後期前菜の北白川」こ）01式期の費料では31,1は中26点が二上山龍サヌカイトであり、

残りの 5点が産地不明で、北白川上附 2式では29点11126点が二上山産サヌカイトであり、 3、1点が産地,f,

明という結果が出されている。

(4)大阪府芥川辿跡

後期前策、四 ッ池 ・広瀬上坑40段階～北白川上）f1 1式に帰屈する11点の脊料の蛍光X線分析を行って

0 (I : 3.000.000) 100km 

*'J揺地 (・.1:.1L1・叫 ・金111)
● 批光X線分析’火比道跡

・板状石材Iii.I: 迅跡

図140 蛍光X線分析実施迫跡及び板状石材出土遥跡の分布
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いる（認科・東村 1995)。これらの査料は剥片 7点と同時に石鏃4点が分析されており、数少ない貴重

な製品類の分析例である。11点中産地不明の 1点を除き、 全てが二上山産サヌカ イトと同定されている。

(5)滋質県小川原辿跡

縄文時代後期前築、北白川上層 2~3式に帰屈する103点の脊料の蛍光X線分析をおこなっている（邸

科・東村 1996)。これらの査料は何れも石核や剥片及び砕片であり、製品の分析はおこなわれていない。

その結果、 3点がサヌカイ トではないと判定されている他は、 100点中92点が二上山産サヌカイトと同定

されている。また、 二上山産と同定されなかった残りの8点は産地を特定するまでには至っていない。

(6)兵廊県佃辿跡

佃辿跡においては主に後期、 晩期の査料を中心に41点の蛍光X線分析がおこなわれている（路科 1998)。

その詳細は、後期中菜の北白川上）習3式～一乗寺k式に帰屈する査料が3点、 一乗寺K式～元住吉山I

式期が7点、後期後半の元住吉山 I式～元住吉山II式22点、後期後業の宮滝式期 2点、晩期中業の突帯

文期 6点、晩期 1点である。これらは後期後半の板状石材 1点と晩期の板状石材 1点を除く39点が石鏃

rt料であり、製品の分析例として設重なm報を提供してくれる。
後期,_,.J業の北白川上）¥'Ii 3式～一乗寺Iく式に帰屈する査料は 3点あるが、 二上山脆、金山涯、岩屋産が

それぞれ 1,点であり、 一・乗寺k式～元住吉111I式期には7点中金山並サヌカイト 3点、岩屋産サヌカイ

ト4点が同定されている。後期後半の元住吉11」I式～元住吉山II式の段階になると、 22点11:i金山涯サヌ

カイトが16、1ば、岩総産サヌカイト 5点、 二」ご111産サヌカイト 1,i.';(となり、後業の宮滝式期では金山並サ

ヌカイトと二上111産サヌカイ トが各1、I訊となっている。晩期に人り中業の突;;g:文期では6点中 6点全て

が金山産サヌカイトと,,,]定されている。また、板状石材は 2、1;¥とも金11濠サヌカイトが利川されており、

時期に関わりなく金山産サヌカイトが用いられていることは、板状に依lj離しやすいという石材の特質を

生かしたものとして注IIされる。

(7)大阪府中之社辿跡

後期,,,菜の一乗寺Iく式～元住吉II I II式に帰）瓜する44、,.'Xの脊料の蛍光X線分析をおこなっている （路科

1999)。その結呆、 44、,.'X中28点が二 Llllil往サヌカイトであり、 7、1,',(が金山瓶サヌカイト、 1点が国分

寺姫サヌカイ トと判定されている。また、残りの 8、1,'、［については沌地を特定するまでには至っていない

が、 一部和歌山県梅）~;(地区で Thi'£ IIIするサヌカイトが利）IJされている11J能性が指摘されている。

(8)滸賀県穴太辿跡

縄文時代後期中葉の一乗寺K式～元住吉山II式に船）属する50点の打料の蛍光X線分析をおこなってい

る（邸科・東村 1996)。これらの殺科は全て石核や依IJJヤ及び砕片であり、製品の分析はおこなわれてい

ない。その結朱、50点"'二上山産サヌカイトが29、1ば、金山東並サヌカイトが18、1ば、下呂石 1点と同定さ

れた。残りは、産地特定まで至らないものが1、1,'T.、サヌカイトではないもの 1点となっている。

(9)滋賀県後川辿跡

後期中業の元住吉山 I式に焔）属する56点の質料の蛍光X線分析をおこなっている（邸科 ・東村 1996)。

これらの査料は全て剥片であり、製品類の分析はおこなわれていない。この結呆、56点中二上山産サヌ

カイト35点、金山逝サヌカイ ト19点、下呂石 1点と判定されている。残りの 1点については産地特定ま

で至っていない。

(10)大阪府向出辿跡

向出辿跡においては後期後業、宮滝2式に1帰屈する土坑806や土坑1293、i絃賀里 I式に帰屈する土坑
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1091、晩期後葉口酒井式に焔属する土坑804の査料60点について蛍光X線分析がおこなわれている （邸

科 2000)。これらの質料はいずれも剥片類であり、製品の分析はなされていない。

後期後築の宮滝2式古段階に帰屈する土坑806の査料は、 10点中二上山産サヌカイ ト6点、金山産サ

ヌカイト 3点、下呂石 1点と判定されている。宮滝2式新段階の土坑1293は、 10点中二上山産サヌカイ

ト9点、産地不明 1点が同定されており、続く滋賀里I式の土坑1091では13点中二上山産サヌカイ トが

9点、金山産サヌカイトが4点である。晩期後葉の口酒井式に帰属する土坑804では、 20点中二上山産

サヌカイトが13点、金山産サヌカイ トが6点、 産地不明が1点となっている。

3 蛍光X線分析からみた近畿地方の利用石材

先に述べた16辿跡において蛍光X線分析をおこなった費料を、可能な限り土器型式に基づいてその割

合を示したものが図141である。現状で最も古い時期ものは早期前半の押型文期の大川辿跡例（大川式

～神宮寺式）及び神並辿跡例 （神宮寺式～神並上｝罰式）であり、これを見ると二上山並サヌカイトが7

割近くを占めている。さらに、産地同定できなかった脊料についても元索組成が二上山産サヌカイトに

-lill'. も近似することから、 二上山産である可能性が極めて祐jいという。このように考えると、早期前半に

おいては全て二上山迎サヌカイトを利用し、金山廂のサヌカイ トの利川は認められない。

早期後半の滋賀県磯山城辿跡の分析例は点数が少ないので表101からは省略したが、 二上山産サヌカ

イトとともに 1唸岐久美産の~!All祉石が同定されており（脳科・米村 1986)、今後注謡すべき現象といえる。

その後は前期から中期に至るまでの分析例はほとんどなく、 中期末～後期初頭の仏並辿跡の脊料が次に

まとまって分析されているft料である。近畿地方において、縄文時代後期以降の分析例は比較的まとま

っており、 以下から土器型式に基づいてれ斜材i材の:tft移を検討していきたい。

叫関末～福ILiK II式の仏並辿跡例においては、斯地不明のサヌカイ トを除くと全てが二上山廂サヌカ

イトとなっており、金11淮サヌカイトの利川は認められない。補足であるが、同じ11リリj末の滋賀県筑庶

1111辿跡において1リ礫の下呂石がIll上しており、その後においても小川｝瓜辿跡や穴太辿跡、向Ill辿跡など

で下呂石が出上している。向出辿跡例は後期後菜の宮滝式期の狩料であり、これが箪者の竹兄による限

り下呂石の分布l別の西限である。

続く、後期前業の四ッ池・広瀬土坑40段階～北白川上）Ml式期の芥川辿跡例では、 二 I・」,,廂サヌカイ
トが8割以上を占め、その他のれ材も産地小明なもののみであり、金山逝サヌカイトが利Jljされた様子

は窺えない。それは仏並辿跡や小川原辿跡などの北白川 ヒ｝杓式期になっても変わることなく、 二 1-.山艇

サヌカイトが9割近くの圧倒的大多数を占めており、未だ金山施サヌカイトの利川は一切認められてい

ない。

しかし、 一乗寺K式～元住吉山Il式期の小川原辿跡や穴太辿跡、中之社辿跡例では、これまで二上山

産サヌカイトのみで占められていたが、初めて金山苑サヌカイ トの利用が認められるようになる。割合

的に見ると二上山産サヌカイ トが5割強で、 金山産サヌカイ トが3割を越えて同定されている。ただし、

これらの分析結朱は蛍光X線分析をおこなうために抽出された賽料のみの点数であり、それ自身が全休

の割合や供給屈を繁栄しているのではないことは言うまでもない。しかし、後述するようにこの時期に

比定される板状石材の存在などから考えても、金山延サヌカイトは少なくとも元住吉山 I式期には近畿

地方にある程度安定した供給批を持って流通し始めていたと考えることができる。以上のように、近畿

地方における金山涯サヌカイ トの利用開始時期は、少なくとも元住吉山I式に遡ることは明らかであり 、
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表101 蛍光X線分析による石器石材の産地同定結果

番号 遺防名 遺構・層位 時期
サヌカイト

下呂石国久美 産地 合計 偏考ー上山 金山 岩民 法印谷五色台国分寺 不明
I 大川 竪1 ・竪2. 第31M 大川～神宮寺 11 

゜゜゜゜゜゜゜
I 12 

2 神並 叫UI(jljl型文） 53 

゜゜゜゜゜゜゜
27 80 

3 仏並 ,1, 期木 G 

゜゜゜゜゜゜゜
I 7 

3 仏並 紺ITIKII 8 

゜゜゜゜゜゜゜
I ， 

4 井JII
四ツ池 ・広瀬J:J:ie40段隋

10 

゜゜゜゜゜゜゜
l II 

～北白川上1MI 

3 仏並 北白川上培 I 26 

゜゜゜゜゜゜゜
5 31 

3 仏並 北17)111こ≫l2 26 

゜゜゜゜゜゜゜
3 29 

5 小JIIJU.、3 北白Ill上1(12-3 92 

゜゜゜゜゜゜゜
II 103 

6 fill F Gll'l 北白Ill」;1M 3-―乗、¥'K I I I 

゜゜゜゜゜゜
3 

6 !Ill Eh'! ー来、\·• K - 1叫叫{Ill[

゜
3 4 

゜゜゜゜゜゜
7 

7 ,, ばこ社 ー采,¥・,K-,i:U',『1J11l 28 7 

゜゜゜
l 

゜゜
8 1ヽ4

8 穴太 一月t、1・,1<-;c(l','illlII 29 18 

゜゜゜゜
I 

゜
2 50 

G {Ill D!,'I ）じfl引11111-11 I 16 5 

゜゜゜゜゜゜
22 ， 後Ill 元11ら'illil 35 19 

゜゜゜゜
I 

゜
I 56 

10 l••IUI J:)沿沿6 H滴2(,',?) 6 3 

゜゜゜゜
I 

゜゜
10 

10 l••J/11 J:J/(129:l 窮沌2 (新？） ， 
゜゜゜゜゜゜゜

I 10 

6 1111 Bkサ ・::n屯

゜
I I 

゜゜゜゜゜゜
2 

10 l••IUI 上））し1091 滋灯りll ， 4 
゜゜゜゜゜゜゜

l:.l 
6 fill Al(-l 晩期,,,栄（突•:『文）

゜
7 

゜゜゜゜゜゜゜
7 

10 1/,JIII l:J/cS0.1 11/l"iJI, 13 G 

゜゜゜゜゜゜
I 20 

II 竹木神Ill u:JJVl1i:1'I' 

゜
(I) (J) 

゜゜゜゜
4 2 7 I. 点は金1l1orVlkl

12 竹我Jt-,,t人 」ヒ!'JIiif≫J II b 7 2 3 

゜゜゜゜゜
3 15 

13 T 柳ヶ瀬 中IUJ,ls-後期

゜
7 (11 

゜
(I) 

゜゜゜゜゜
8 I点は金1l1ori.Hfl谷

1,1 Jl'fll~ 後Jりll;l'f・ I 3 

゜゜゜゜゜゜゜
Iヽ

15 ,Iii以 ・ 、~·ノF 滋:l'i'lllllb 8 122 I I I 

゜゜
I I 135 

14 JUf 1l~ 晩期q, ~

゜
10 

゜゜゜゜゜゜゜
10 

16 );.IUJ SXGOJ 晩期後,,, 8 2 3 

゜゜゜゜゜
2 15 

16 人間 S1<601 晩JUJ1友'I'・ 2 

゜
7 

゜゜゜゜゜
5 IヽI

16 klUJ その他 晩期後'j¥ 6 II ， 
゜゜゜゜゜

2 28 

大川式～神並上恩式

11.7%  

4 北白川上恩1~3式

2 中期末～福田 KIl式

1.1°/4。6.1%
0.6% 

5.0% 

5 一乗寺k式～元住吉山II式

30.0% 

18.2% 

3
 

6 宮滝2式

7 滋賀里I式 8 口酒井式

図141 蛍光X線分析結果による時期ごとの石材組成
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現在のところー乗寺k式～元住吉山I式の間を考えておきたい。

その後の宮滝2式以降においても、二上山産サヌカイトと共に金山産サヌカイ トの両者が認められる。

ただし、宮滝2式期においては金山産サヌカイトが18.2%となっており、他の時期と比して全体的にや

や減少していることが指摘できる。しかし、滋質里 I式期になると再び金山産サヌカイトが30.8%と回

復し、それ以後晩期の口酒井式に至るまでほぼ同様の傾向が続くこととなる。

以上概観してきたように、縄文時代後期以降の分析査料はある程度まとまっており、石器石材の変遷

を比較的追うことが可能である。近畿地方の縄文時代の石器石材は、早期前半以降から後期前葉の北白

川上陪式期に至るまでは二上山産サヌカイトが専有的に利用されているが、後期中業の一乗寺K式～元

住吉山 I式期になると金山産サヌカイトの利用が目立つようになる。そして、それ以降は弥生時代に至

るまで二上山産サヌカイトが主体を占めつつも、金山産サヌカイトが併用されるという様相が窺える。

4 近畿地方出土の金山産サヌカイト製板状石材

ここまで、金山産サヌカイトが近畿地方へ流通開始する時期が後期中業、 一乗寺K式～元住吉山 I式

であることを述べてきた。これら金山産サヌカイトは一体どのような形態で近畿地方各地に流通してい

たのであろうか。これまで、金山産サヌカイトの石材消骰過程については詳細な検討がなされており

（竹広 1988)、流通する過程において瀬戸内地域の洗谷貝塚をはじめ、中国・叫国地方においても板状

石材の形態で移動していることが注目されている（竹広 2000・ 谷若 1996など）。近畿地方において板

状石材の出土例が十分あるとは言い難いが、近年の発掘成呆からこのような脊料が報告されるようにな

ってきているので、ここではそれらの質料についてまとめておきたい。現在のところ、近畿地方におけ

る板状石材は 5辿跡38点程度のIi',上例を確認している°。

(1 Hill辿跡

原淮地である金山から・1立も距離の近い辿跡で出上している賽料であり、板状石材が集梢された状態で

2ヶ所検出された。両者とも住）叶址から約15m程度の所に存在している。 •力は後期後半（元住吉 ii」 I

式～元住吉山 II式）の辿構而より検出され、もう 一方は晩期（松認牡且Illa式 ・篠原式）の七坑内から検

出されている。後期集和例では 4,点のサヌカイト製分割礫が/11上しており、その内 3、点が板状爪材とな

っている（固142-1 ~3)。また、単独で1点の板状Ti材が後期集秘例の東方約 5mのところから出七して

いる (I区1142- 4) 。 もう 一方は晩期集梢例であり、土坑内に 9 、•.':(の板状石材が折り誼なった状態で検出さ

れている（図143-1~9)。また、 lli独で1点（図143-10)が出土しており、 1111辿跡出土の板状石材は合せて

14点ある。

(2)粟生間谷辿跡

原産地である金山から近畿地方への流通LIとして、淀川などの河川の影押は大きいものと考えられる

が、粟生間谷辿跡は淀川の支流、勝尾寺川の上流域に所在する。周辺に縄文時代の辿構はほとんどなく、

住居址などは一切検出されていない。そのような猿檄において、土坑内から 2点の板状石材が染梢され

た状態で出土している ( 1~1 142-5 ·6) 。共に板状石材を用いた石核であり、 6は折損面を打面として少な

くとも 2枚以上の剥片が生産されている。作業面は片面のみに固定されている。 7は両面に作業面を設

定しているものであり、 5枚以上の剥片が生産されたことが窺える。

(3)穴太追跡

原産地から最も距離の離れた辿跡からの出土例であり、約200km以上離れている。元住吉山 I式期の
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竪穴住居址の床面直上から板状石材 1点が出土している（図142-5)。両而に作業面を設け、周縁部を打

面として多くの剥片を生産している。住居内出土例はこの穴太辿跡のみであり、佃追跡が住居址に隣接

するものの住居外に集梢しているのとは異なった出土状況を呈し、注目に値する査料である。

(4)瀬戸辿跡

晩期後半突帯文土器～弥生時代にかけての包含陪より板状石材 1点が単独で出土しているが、図示さ

れていない。箪者が実見する限り、両面に作業面を設け、少なくとも 4枚以上の剥片が生産された板状

石材を素材とした石核である。

(5)徳蔵地区辿跡

中期前半頃の包含府より板状石材20点程度がまとまりを持って出土しているという。未報告であるの

で1箭屈時期の問題を含め、詳細は報告：内の刊行を待って検討したい。

5 近畿地方における金山産サヌカイ トの流通

披初に蛍光X線分析の結呆から見た石材利用のあり方についてまとめたい。近畿地方の早期前半、大

川式～ネ,,,並上）r'I式期の査料には大川辿跡と神並辿跡がある。これらの分析例では石鏃などの製品の分析

もおこなわれており大変重要な梢報を提供してくれる。これらの辿跡では製'd,・!/1IJ片類共に金山産サヌ

カイ トの利川は一切認められない。また、沌地不明の石材においても・.J・. 山廂のものと元索糾成が極め

て近似していることなどから、極めて二上山産サヌカイトに依存している様相が窺える。その後のりリリl

後半以降から前期・中期の分析脊料は特無であり、その様相は不明といわざるを得ない。叫VJ末から後

期初頭の例が仏挿辿跡において分析されているが、この時期になってもまだ金山泥サヌカイトの利）IJは

確認されていない。また、芥川辿跡の後期前栄、四 ッ池 ・広瀬上坑40段階においても二上1l1il行サヌカイ

トのみで内められている 。 これは続く、北内川 1--.)~·1 式期においても l,ij 様であるが、その後の後期,,,菜、

一乗寺k式～元1t,111」式の時期になるとその様相が一変し、金1l1A社サヌカイトの利川が，認められるよう

になる。これは1111辿跡や,,,之社辿跡、穴太辿跡、後川辿跡などの多くの辿跡において剥片類がIll」」して

いることから確認される。また、 1111辿跡や穴太辿跡では後期,,,菜の板状イi材が111-1-.しており、近畿地）］

に金11」姫サヌカイトが流通開始する時期から板状石材のイ(在が認められ、瀬）f I人」地域と同様に板状れ材

の形態で各地に流通していたことが窺える。その後の宮滝式以降の様相は、 ....:.1・.1扉tサヌカイトと共に

金11滋サヌカイトの両者が利） ll されるが、 その主．体は—」』 l il行サヌカイ ト であって、金1J1廂サヌカイ ト

が主体的になることは縄文時代を遥してないようである。

以上述べてきたことは、蛍光X線分析の事例を甚にした結論である。分析質料は上：に依lj片や砕片など

を対象としているため、製品の分析はあまりおこなわれないのが現状であるが、少似の製品分析結果か

らは、早期前半では二J:.山産サヌカイトのみが利川されており、この時期に金111産サヌカイトが流通し

ていた可能性は極めて低いものと考えられる。 しかし、早期後半以降では箪者が実見する限り、滋賀県

赤野井涛辿跡や同安土弁天島辿跡などにおいて金山敵サヌカイ トと考えられるものが出土している。こ

のような脊料は比較的石鏃を中心とした製品類に多く認められるが、少なくとも早期後半以降に金山延

サヌカイトが利用されていた可能性が考えられる。この問題については、 当該期の分析例が皆無である

ことから確実なことは言えないものの、製品流通の問題を含め、今後注意するべき現象だということを

指摘しておきたい。

また、後期中菓の一乗寺K式～元住吉山 I式期になると金山産サヌカイトの利用が確実に認められる
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ようになる。一乗寺k式以降、約3割程度の金山産サヌカイトが同定されている傾向にあるが、これは

分析のため抽出された脊料であることから全体の供給批などの様相を反映しているとはいえない。筆者

が実見する限り、原産地からの距離の遠近に関わらず、元住吉山 I式~II式期の追跡においては二上山

産サヌカイトと金山産サヌカイ トがおおよそ同じ割合で利用され、続く宮滝式期では金山産サヌカイト

の出土紐が一時的に 3割程度まで減少し、その後、晩期の突帯文期に至ると再び増加するという印象を

持っている。元住吉山I式~II式の時期にこれまでほとんど利用されていなかった金山産サヌカイトが

急激に利用されるようになるわけであるが、この時期以降にこれまで認められなかった板状石材の出土

が認められるようになる。このように近畿地方において、元住吉山I式~II式以降に金山産サヌカイト

の利用が増加する要因に、板状石材の形態での流通を想定したい。

以上のように、近畿地方の縄文時代における金山産サヌカイトの利用は、早期後半頃から若干の利用

が開始されていた11J能性があるが、その利用批をみても極めて少茄であり、板状石材の形態で各地に流

通する主な一乗寺K式～元住吉山I式以降において飛躍的に妍加して利用されている石材であることは

疑いない。このように、 金山産サヌカイトの利）lJ形態が後期1:1-,業以降からは、それまでとは大きく変換

したことが窺える。石器石材流通の祝、1ばからみて、この一乗寺K式～元住吉111I式期の時期において金

山並サヌ カイト流通の質的転換が起こり、大きな画期が指摘できるのである。

6 おわりに

これまで述べてきたように、近畿地方に金JIJj1・（[サヌカイトが利川される時期は一部縄文時代早期後半

頃まで遡ることが考えられるが、現状では確実なことはいえない。 しかし、 1-1立って利川される時期に

ついては後期lド業の一乗寺k式～元住古山 I式期であることが解明された。その災囚として板状れ材の

形態での流通を指摘したが、板状ハ材は穴太辿跡例や1111辿跡例のように住）叶内やイl:J阻11:の周辺に集梢さ

れた状態で検出されることが多く、これらは交換財として各集団あるいは個人において竹理されていた

11]能性が考えられる。また、周辺には住）i牡11:などの辿梢が全くイr:イ［しないJ))j)所などおいて集梢された状
態で検出される粟11=.IIり谷辿跡例なども存在し、これらは狩猟・採集などの生業括動域内に集秘貯蔵され

ていた脊料である II」能性も考えられる。このように石器石材の集梢は、縄文時代の生活の具体像に辿る

ことが11]能な狩料であり、これらのI/¥J題については今後検出状況や他の辿構との1彫辿性などの視点から

検討を試みたい。

以上、後期111菜の一乗寺K式～元住出11I式期において金111産サヌカイト利川の質的変換が認められ、

石器石材の視、,,'.(から見て大きな変叩りであることが指摘できた。しかし、これらの査料はまだまだ数が

少なく、分析される脊料の多くが剥片や砕片などであることから骰料的な制約が大きく、製品との1剥わ

りが未だに十分検討された訳ではない。しかしながら、 縄文時代における金山姫サヌカイトの利川につ

いて新たな視、1.¥を提供できたことと息う。今後、分析事例の増加を期待するとともに、製品類のからの

検討が可能になることを期待したい。
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ぶ包利・t斤男 ・東村武イ，;1 1988a 「仏 IヽQ辿跡IllI: のサヌカイ 1、製俵ljJヤのイi材泥地分析」 「（財）大阪｝｛秒I!蔵文化財協会 研究

紀災 1J pp.97-JJO (IIオ）大阪府JJI!蔵文化財協会

屎利・i1男 ・束村武イ，I 1988 b 「入iJ:JJ、j湖辿跡行司地ll/11t-. のサヌカイ l、製石器、依ljJ「の石材産地分析」 「人江内湖辿

跡 （行,;J地区）発掘，J肘稽附'f,'f」 pp.58-64 米Jぷ(IIIJ教脊委且会

必科哲男・東村武1,( 1989 「大）ii辿跡出 Kのサヌカイト追物の石材沌地分析」 「大川辿跡J pp.241-245 ill添村

教if委具会

邸利・i'i'男・東村武1,t 1995 「芥川辿跡Ill上のサヌカイ ト製逍物の石材姫地分析」 「芥川辿跡発掘濶乎辞IH尻’卜」

pp.227 -233 ,•,':j槻市教脊委且会

路科哲拐 ・東村武信 1996 「小川原、穴太、後川辿跡/I',上のサヌカイ ト製辿物の,{_j材産地分析」 「小川｝瓜辿跡」

pp.224-230 滋賀県教脊委以会 ・(JIオ）滋賀県文化財保渡協会

煤科竹男・康村武侶 1997 「穴太辿跡IU上のサヌカイト製辿物の石材廂地分析」 「穴太逍跡発掘調究報告杏n」

pp.306-316 磁賀県教脊委具会 ・（財）滋賀県文化財保淡協会
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追記

脱稿後、滋賀県安土町弁天島追跡の発掘調査報告魯が刊行された。それによると、サヌカイト 8点の

中二上山産サヌカイトが1点であり、その他は金山産サヌカイ ト4点、城山産サヌカイトが 1点、国分

台産サヌカイト 2点と同定されている。これらの賽料は全て早期末～前期初頭に掃屈するものであり、

それらの内肉眼により金山周辺産のサヌカイトと想定されるものを抽出して分析しているという（小島

2002 226頁）。この結果から早期末～前期初頭の時期において金山産サヌカイトを中心とした香川県

で産出するサヌカイトが利用されていることが明らかである。また、香川県産のサヌカイトと同定され

ている査料は石匙やスクレイパー、楔形石器などの製品類であり、この時期において香川県産のサヌカ

イトは、製品類での同定頻度が高い石材であることが改めて確認された。これは製品流通の可能性もあ

り、今後の査料の増加が期待される。

弁天島辿跡の査料については（財）滋賀県文化財保設協会、小島孝修氏及び奈良大学大学院生、山内基

樹氏より御教授を頂いた。感謝したい。
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